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旭
泉
亭　

加
藤 

大
扶

　

寛
永
四
文
・
踏
潰
手
俯
永
瑕
寳
に
つ
い
て

■
は
じ
め
に

　

寛
永
銭
に
は
、
四
文
俯
永
を
祖
型
と
す
る
「
濶
縁
・
縮

字
」
体
で
踏
潰
銭
系
統
の
密
鋳
銭
が
存
在
し
ま
す
。
後
述

の
と
お
り
、古
拓
に
も
散
見
さ
れ
ま
す
が
存
在
僅
少
ゆ
え
、

こ
れ
ま
で
殆
ど
認
知
さ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
、
あ
る
程
度
の
情
報
蓄
積
が
出
来
ま
し
た
の
で
、

本
稿
で
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
後
掲
の
図

２
に
奥
羽
地
方
の
略
図
を
掲
載
し
ま
す
。

　

さ
て
、
本
銭
は
「（
寛
永
四
文
）
踏
潰
手
俯
永
瑕
寳
」

と
称
さ
せ
ま
す
。ま
た
、後
述
の
と
お
り「
非
濶
縁
・
縮
字
」

体
の
一
群
も
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
本
銭
の
特
徴
な
ど

　

本
銭
は
、
上
に
並
べ
た
二
つ
の
墨
拓
を
見
比
べ
て
い

た
だ
く
と
分
か
る
と
お
り
、
四
文
俯
永
の
銭
文
に
一
致

し
ま
す
が
、
濶
縁
で
内
径
・
銭
文
が
小
さ
く
な
っ
て
い

ま
す
（=

濶
縁
・
縮
字
体
）。

　

そ
し
て
、
銭
文
や
背
波
な
ど
に
、
特
徴
１
～
７
の
瑕

を
認
め
ま
す
。

特
徴
１
：「
寳
」
ウ
冠
第
３
画
に
鋳
切
れ
（=

瑕
寳
）。

特
徴
２
：「
寳
」
尓
末
画
の
点
が
小
さ
い
。

特
徴
３
：「
寳
」
貝
第
３
画
の
中
央
付
近
に
鋳
切
れ
。

特
徴
４
：「
寳
」
貝
第
６
画
の
前
足
付
根
に
鋳
溜
ま
り

が
あ
っ
て
、
太
く
見
え
る
。

特
徴
５
：「
寛
」
見
第
５
画
の
打
ち
込
み
延
長
線
上
に

島
（=

鋳
溜
ま
り
）
が
あ
る
。

特
徴
６
：「
通
」
字
下
方
に
鋳
溜
ま
り
。

特
徴
７
：
右
４
波
の
後
波
と
の
交
点
直
上
に
僅
か
な
鋳

切
れ
。

　

加
え
て
、
概
ね
特
徴
８
～
12
の
傾
向
を
認
め
ま
す
。

特
徴
８
：
銅
色
は
、
暗
褐
色
～
暗
紫
褐
色
。

特
徴
９
：
緑
青
を
伴
っ
て
い
る
。

特
徴
10
：
面
背
に
は
一
定
な
い
し
不
定
方
向
の
細
か
い

鑢
掛
け
。

明和俯永 踏潰手俯永瑕寳

①②③④⑤
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特
徴
11
：
郭
内
に
鑢
痕
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
綺
麗
に

鋳
抜
け
し
て
い
る
。

特
徴
12
：
輪
側
に
は
、
横
～
斜
め
方
向
の
鑢
痕
。

■
本
銭
の
確
認
五
孔
に
つ
い
て

　

踏
潰
手
俯
永
瑕
寳
は
、
前
頁
下
部
に
並
べ
た
墨
拓
①

～
⑤
の
と
お
り
、
私
の
蔵
品
と
知
己
の
古
泉
家
二
人
で

計
五
孔
の
現
物
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

①
～
⑤
の
寸
法
重
量
と
銭
容
仕
上
げ
は
、
表
１
に
整

理
す
る
と
お
り
で
す
。

　

私
が
蔵
す
る
三
孔
（
①
～
③
）
は
、
何
れ
も
雑
銭
の
会

（
※
古
く
は
練
馬
雑
銭
の
会
）
を
主
宰
さ
れ
て
い
た
暴
々

鶏
こ
と
工
藤
英
司
氏
の
旧
蔵
品
で
す
。
こ
の
内
③
は
、
昭

和
五
七
（
一
九
八
二
）
年
刊
行
『
秋
田
貨
幣
研
究
会
創
立

七
周
年
記
念
銭
譜
』
の
七
二
頁
で
、「
不
知
俯
永
濶
縁
」

と
称
し
、
墨
拓
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ほ
か
二
孔
は
、
岩

手
県
南
の
古
泉
家
か
ら
譲
り
受
け
た
も
の
と
、
自
身
が
雑

銭
か
ら
選
り
出
し
た
も
の
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
④
は
川
崎
の
湧
泉
堂
こ
と
安
達
勇
氏
の
蔵
品
で

す
が
、
か
つ
て
岩
手
県
花
巻
に
あ
っ
た
古
銭
店
で
求
め
た

俵
緡
四
、〇
〇
〇
枚
余
か
ら
選
り
出
し
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
⑤
は
横
浜
の
稲
陽
舎
こ
と
稲
毛
孝
氏
の
蔵
品

で
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
入
手
さ

れ
た
と
の
こ
と
。
な
お
、
⑤
の
み
淡
黄
色
で
す
が
、
異

銅
色
と
い
う
よ
り
は
、
保
存
過
程
の
差
で
生
じ
た
も
の

と
い
っ
た
雰
囲
気
で
す
。
こ
の
た
め
、
①
～
④
も
磨
く

な
り
す
れ
ば
、
同
じ
よ
う
な
色
合
い
の
地
金
が
現
れ
る

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
①
～
⑤
の
面
・
背
内
径
は
、
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

従
っ
て
、
こ
れ
ら
①
～
⑤
は
、「
同
一
世
代
（
※
後
掲
の

表
６
に
示
す
と
お
り
、
祖
型
か
ら
鋳
写
さ
れ
た
回
数
が

同
じ
）」
と
判
断
出
来
ま
す
。

■
本
銭
は
東
日
本
で
一
四
孔
を
確
認

　

暴
々
鶏
氏
の
先
行
調
査
に
拠
る
と
、
踏
潰
手
俯
永
瑕

寳
は
、東
日
本
で
一
四
孔
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

そ
の
う
ち
四
孔
は
①
～
④
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
秋
田
県
北
で
一
孔
、
同
県
南
で
二
孔
所

蔵
す
る
古
泉
家
が
居
り
、
内
県
北
の
一
孔
と
県
南
の
一

孔
を
実
見
さ
れ
た
由
。
県
南
の
残
り
一
孔
は
、「
も
う
一

孔
所
蔵
し
て
い
る
」
と
本
人
か
ら
伺
っ
た
も
の
の
、
実

見
出
来
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
な
お
、
両
人
と
も
鬼
籍

に
入
ら
れ
て
お
り
、
現
在
の
所
在
は
不
明
で
す
。

　

そ
し
て
、
残
り
の
七
孔
は
「
誰
々
が
持
っ
て
い
る
」

と
い
っ
た
伝
聞
情
報
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

な
お
、
⑤
に
関
し
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
で
の
入
手
経
緯
も
あ
り
、
当
該
一
四
孔
の
内
数

な
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

■
本
銭
の
古
拓
情
報
と
踏
潰
銭
へ
の
言
及

　

踏
潰
手
俯
永
瑕
寳
は
、
次
頁
の
ⅰ
～
ⅳ
に
示
す
と
お

り
、
幾
つ
か
の
古
拓
で
そ
の
存
在
を
確
認
出
来
ま
す
。

　

ⅰ
は
、『
寛
永
銭
講
習
録
』
と
い
う
資
料
に
掲
載
の
墨

拓
で
す
。
本
資
料
は
、
東
洋
鋳
造
貨
幣
研
究
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
解
説
（
※
同
所
は
既
に
閉
鎖
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
今
で
も
一
部
を
閲
覧
出
来
ま
す
）
に
拠
る
と
、
大

正
一
四
（
一
九
二
五
）
年
よ
り
花
林
塔
こ
と
三
上
香
哉

氏
を
講
師
と
し
て
開
催
し
た
、
寛
永
通
寳
に
関
す
る
研

究
会
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。
但
し
、『
日
本
古
貨

幣
変
遷
史
』
で
は
、
大
正
一
三
（
一
九
二
四
）
年
初
秋
、

田
中
啓
文
氏
（
銭
幣
館
）
の
企
画
に
よ
り
花
林
塔
氏
を

講
師
と
し
て
催
さ
れ
た
と
説
明
し
て
い
る
ほ
か
、
資
料

名
を
『
講
習
会
譜
』
と
記
述
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
本

資
料
内
で
は
ⅰ
を
「
仙
台
俯
永
様
」
と
紹
介
し
て
お
り
、

当
時
「
仙
台
藩
鋳
銭
（
※
母
銭
の
墨
拓
を
後
掲
し
ま
す
）」

系
統
の
も
の
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
判
り
ま
す
。

表１　寸法（mm）重量（g）と銭容仕上げ一覧

⑤⑤ ④④ ③③ ②② ①① 平平均均

外　径 29.2 29.0 28.6 28.8 28.9 28.9

面内径 19.9 20.0 20.0 20.0 19.9 20.0

背内径 20.5 20.5 20.4 20.5 20.4 20.5

銭　厚 1.0 1.3 1.1 1.2 1.1 1.1

重　量 4.6 5.6 4.8 5.0 4.8 5.0

銅　色 淡黄色

面　鑢 不定方向

背　鑢

郭内鑢

輪側鑢 不明瞭 斜・横方向 不明瞭

番番　　号号

寸寸
法法
重重
量量

銭銭
容容
仕仕
上上
げげ

一定方向

緑錆を伴う暗褐色～暗紫褐色

横方向

-一定方向 不定方向

無(※但し綺麗に鋳抜しており何らかの仕上げ有と認む)


